
　

夕
食
に
は
、
飯
ご
う
を
使
っ
て
自

分
た
ち
で
炊
い
た
お
い
し
い
ご
飯
を

み
ん
な
で
食
べ
た
ほ
か
、
星
空
観
察

な
ど
も
行
わ
れ
、
仲
間
と
楽
し
さ
や

大
変
さ
を
共
に
学
ぶ
貴
重
な
２
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

●
中
学
生
の
部

　

２
０
０
ｍ
自
由
形
リ
レ
ー

　
　

第
３
位

　

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
２
０
０
ｍ　

　
　

第
２
位

　

自
由
形
（
男
子
）
１
０
０
ｍ

　
　

第
３
位　

畑
谷
圭
治
く
ん

　

平
泳
ぎ
（
女
子
）
50
ｍ

　
　

第
２
位　

伊
藤
優
香
さ
ん

　

背
泳
ぎ
（
男
子
）
50
ｍ

　
　

第
２
位　

畑
谷
圭
治
く
ん

　

背
泳
ぎ
（
女
子
）
50
ｍ

　
　

第
２
位　

伊
藤
優
香
さ
ん

　

背
泳
ぎ
（
男
子
）
50
ｍ

　
　

第
２
位　

長
谷
川
順
信
く
ん

　

背
泳
ぎ
（
女
子
）
50
ｍ

　
　

第
１
位　

鈴
木
琴
乃
さ
ん

　
　

第
２
位　

佐
藤
星
来
さ
ん

●
高
学
年
の
部

　

背
泳
ぎ
（
男
子
）
50
ｍ

　
　

第
２
位　

長
谷
川
真
富
く
ん
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北
海
道
Ｂ
＆
Ｇ
地
域
海
洋
セ
ン
タ

ー
連
絡
協
議
会
等
が
主
催
す
る
平
成

22
年
度
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
北
海

道
大
会「
水
泳
の
部
」が
、
８
月
８
日

に
上
富
良
野
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
14
人
の
小

中
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た

選
手
た
ち
は
、
全
道
か
ら
集
ま
っ
た

合
計
１
４
４
人
の
な
か
で
好
成
績
を

続
出
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。
（
上

位
入
賞
者
の
み
）

●
低
学
年
の
部

　

自
由
形
（
女
子
）
50
ｍ

　
　

第
３
位　

佐
藤
星
来
さ
ん

　

平
泳
ぎ
（
男
子
）
50
ｍ

　
　

第
２
位　

越
前
元
喜
く
ん

　

札
幌
北
高
等
学
校
水
泳
部
は
、
８

月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４
日
間
、

積
丹
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
夏

季
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
・
午
後
を
通
じ
10
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
泳
ぐ
高
校
生
の
迫
力
あ
る
練

学
。
５
日
に
は
、
同
ク
ラ
ブ
と
の
交

流
会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、

１
対
１
で
現
役
高
校
生
選
手
か
ら
水

泳
指
導
を
受
け
、
最
後
に
記
念
写
真

を
撮
る
な
ど
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

美
国
中
学
校
を
卒
業
し
、
昨
春
同

校
に
入
学
、
水
泳
部
に
所
属
す
る
菊

谷
静
海
さ
ん
は
交
流
会
を
振
り
返
り

「
体
格
や
速
さ
の
違
う
高
校
生
の
泳

ぎ
を
見
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
っ
た
と
思
う
。

長
い
間
お
世
話
に
な
っ
た
コ
ー
チ
に

少
し
だ
け
恩
返
し
が
で
き
て
嬉
し

い
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
第
３

回
少
年
教
室
「
Ｂ
＆
Ｇ
野
外
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
キ
ャ
ン
プ
）
」
が
８
月

12
日
・
13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
グ
ラ
ム
は
、
町
内
の
小

学
生
に
良
質
な
野
外
体
験
学
習
の
機

会
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
小

学
生
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
た
た

め
、
小
泊
海
岸
で
予
定
し
て
い
た
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
体
験
は
、
会
場
を

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
に
移
し
て
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会
か

ら
森
井
秀
明
理
事
と
大
平
拓
司
事
務

局
長
を
講
師
に
、
参
加
者
は
「
水
」

の
事
故
の
危
険
性
や
人
命
救
助
の
方

法
の
指
導
を
受
け
、
「
死
」
に
直
結

す
る
水
辺
で
の
事
故
防
止
の
た
め
の

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

習
に
は
、

積
丹
ジ
ュ

ニ
ア
ス
イ

ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち

も
プ
ー
ル

サ
イ
ド
で
、

真
剣
に
見

▼

高
校
生
に
指
導
を
受

け
る
子
ど
も
た
ち

▲人命救助講習を受ける子どもたち

　

６
月
17
日
に
商
工
会
が
販
売
を
開
始
し
た
『
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
』

の
使
用
期
限
は
９
月
16
日
で
す
。

　

取
扱
加
盟
店
で
お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
期
限
終
了
後
は
無
効

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
使
用
期
限
が
も
う
す
ぐ
で
す
！



　ひとり親家庭に対する自立を支援するために、
新たに父子家庭にも児童扶養手当が支給されます。
児童扶養手当は、18歳以下（18歳に達する日以降
の最初の３月31日まで）の児童が、次のいずれか
に該当するときに、その父または母、もしくは扶
養者に支給されます。
■支給要件
①父母が離婚している。
②父または母が行方不明で生死が
１年以上明らかでない。
③父または母が死亡している（遺
族年金に該当しない場合）。
④父または母に政令で定める障がいがある（要
件あり）。
⑤父または母が法令により１年以上拘禁されて
いる。
⑥父または母が引き続き１年以上遺棄している。
⑦婚姻によらないで生まれた子である。
なお、所得制限があります。
■申請の時期
　支給要件に該当する日によって支給内容が異
なります。
・７月31日までに支給要件に該当→11月30日ま
でに申請すると８月分から支給。
・８月１日～11月30日までに支給要件に該当
→11月30日までに申請すると支給要件に該当
した日の翌月分から支給。
　上気の時期を過ぎてから申請した場合は、申
請の翌月分からの支給となります。

●問合せ　住民福祉課

●
調
査
票
の
記
入
は
本
人
が
お
願
い

し
ま
す
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
に
は
北
星
学

園
大
学
社
会
福
祉
学
部
学
生
ま
た

は
町
職
員
が
９
月
10
日
〜
17
日
の

間
に
伺
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
北
星
学
園
大
学
社
会
福
祉
学
部
中

田
研
究
室

℡  
０
１
１
―
８
９
６
―
８
３
７
２

―
１
４
０
４
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

・
積
丹
町
役
場
企
画
課

℡  
　

44
―
２
１
１
１
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北
星
学
園
大
学
社
会
福
祉
学
部

（
札
幌
市
）
は
、
積
丹
町
と
共
同
で

「
ま
ち
づ
く
り
お
つ
き
あ
い
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
積
丹
町
内
在
住
の

20
歳
以
上
の
男
女
か
ら
無
作
為
に
よ

り
抽
出
し
た
７
０
０
人
を
対
象
に
実

施
さ
れ
、
今
後
の
高
齢
社
会
を
よ
り

よ
い
社
会
に
す
る
た
め
や
、
積
丹
町

に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
、

福
祉
施
策
の
資
料
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

質
問
の
数
が
多
く
大
変
で
す
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

父子家庭にも
児童扶養手当を支給します

　Ｂ＆Ｇ財団が主催する、平成22年度Ｂ＆
Ｇ海洋体験セミナーが今年も沖縄県で７月
29日から８月２日までの４泊５日の日程で
行われました。青少年を対象に海洋性レク
リエーションや自然体験活動を通して、人
と海との係わりを知り広く理解を深めるこ
とを目的に行われているもので、積丹町か
らは佐々木仁実さん・芳村未羽さん（美国
小６年）・西川亜紗加さん（美国小５年）
の３人が参加しました。
　沖縄の青い海と豊かな自然の中、たくさ
んの仲間とともに過ごした５日間の思い出
いっぱいの感想文は、町ホームページに掲
載していますのでご覧ください。




